
２　令和５年度決算を認定２　令和５年度決算を認定
３　議案ピックアップ３　議案ピックアップ
４　ここが聞きたい！一般質問４　ここが聞きたい！一般質問
８　みんなのスマイル８　みんなのスマイル

月定例会月定例会

議会だより

岩
手県田野畑村

議会

岩
手県田野畑村

議会

9 和野地区の三上健一さん（82）のお宅和野地区の三上健一さん（82）のお宅
では、オレンジ色の干し柿のれんが出では、オレンジ色の干し柿のれんが出
来上がりました。11月中旬から干し柿来上がりました。11月中旬から干し柿
づくりを始めた三上さん。収穫から皮づくりを始めた三上さん。収穫から皮
むき、干しの作業まで主に一人で行いむき、干しの作業まで主に一人で行い
ました。「干し柿づくりは、冬の楽しみました。「干し柿づくりは、冬の楽しみ
の一つです」と笑みがほころびます。の一つです」と笑みがほころびます。

　　初冬の風物詩 干し柿のれん初冬の風物詩 干し柿のれん

№
141
2024.12.13
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額
６
３
６
万
６
１
７
４
円
、
執
行
率

　

89
・
４
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

●
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　
歳
出

　

総
額
４
０
８
９
万
３
０
３
５
円
、
執

　

行
率
98･

５
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

※
各
決
算
の
執
行
率
は
、
予
算
現
額
に

対
す
る
歳
出
総
額
の
割
合
で
す
。

●
令
和
５
年
度
田
野
畑
村
の
健
全
化
判

断
比
率
及
び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
に

つ
い
て

　

健
全
化
判
断
比
率
は
次
表
の
と
お
り

で
す
。
実
質
公
債
費
比
率（
※
を
参
照
）

は
９
・
４
％
で
、
早
期
健
全
化
基
準
値

25
・
０
％
を
下
回
り
ま
し
た
。

※
解
説
…
一
般
財
源
に
対
す
る
公
債
費

（
借
金
）
の
割
合
。
18
％
を
超
え
る
と

県
知
事
の
許
可
が
必
要
。

令
和
５
年
度
決
算

●
専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
に
つ
い

て
（
令
和
６
年
度
田
野
畑
村
一
般
会
計

補
正
予
算
第
３
号
）

　

６
万
９
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
36

億
７
７
２
３
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

令
和
６
年
12
月
２
日
か
ら
被
保
険
者

証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
被
保
険

者
証
の
返
還
（
資
格
喪
失
な
ど
）
に
関

す
る
規
程
を
法
改
正
に
あ
わ
せ
て
改
正

す
る
も
の
。

●
岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

規
約
の
一
部
変
更
の
協
議
に
関
し
議
決

を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
関
係
市
町
村

の
処
理
す
る
事
務
を
変
更
す
る
ほ
か
、

負
担
金
の
算
定
に
係
る
基
準
日
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
も
の
。

●
財
産
の
処
分
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
津
波
に
よ
り
建
設
し

た
公
営
住
宅
を
、
公
営
住
宅
法
第
44
条

第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
入
居
者
に
譲

渡
し
よ
う
と
す
る
も
の
。

●
田
野
畑
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
等

工
事
の
請
負
契
約
締
結
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
契
約
金
額
…
９
7
９
０
万
円

・
契
約
の
相
手
方
…
昱
機
電
株
式
会
社

向
洋
電
機
事
業
所

　第５回定例会が９月12日から 19日までの会期で開かれました。村長
提案の報告２件、承認１件、議案８件は、原案どおり可決・承認。また、
追加提案の諮問１件、議員発議１件を可決しました。一般質問は、５人
の議員が登壇し、村の考えを質問しました。
　また、令和５年度各会計決算の審査は、議長を除く全議員で構成する
決算特別委員会（委員長・中村勝明議員）を設置して行われ、最終日の
本会議でいずれも認定しました。

●
一
般
会
計　
歳
出
総
額
47
憶
５
８

２
3
万
１
４
０
１
円
、
執
行
率
93
・

8
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

●�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◯
事
業
勘
定　
歳
出
総
額　

５
億
１
９

　

８
３
万
４
４
１
３
円
、
執
行
率
87
・

　

１
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

〇
直
営
診
療
施
設
勘
定　
歳
出
総
額
１

　

億
９
７
７
万
６
１
３
７
円
、
執
行
率

　

93
・
７
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

●
簡
易
水
道
特
別
会
計　
歳
出
総
額
１

　

億
７
６
４
９
万
６
３
９
１
円
、
執
行

　

率
90
・
５
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

●
集
落
排
水
特
別
会
計　
歳
出
総
額
４

　

９
３
５
万
３
９
５
６
円
、
執
行
率　

　

92･

４
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

●
下
水
道
特
別
会
計　
歳
出
総
額
２
９

　

２
５
万
３
３
８
円
、
執
行
率
89･　

　

０
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

●
介
護
保
険
特
別
会
計

〇
保
険
事
業
勘
定　
歳
出
総
額
５
億
４

　

３
３
８
万
１
８
０
円
、
執
行
率
96･

　

５
％
、
賛
成
全
員
で
認
定

〇
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定　
歳
出
総

　

議
決
し
た
主
な
議
案
な
ど

令和５年度決算を認定 ９���月
定例会

副委員長 佐々木功夫
決算特別委員会

決算特別委員会
委員長 中村勝明

比率名 令和 5 年度 早期健全化
基　  　準

実質赤字比率 ― 15.0％

連結実質赤字比率 ― 20.0％

実質公債費比率 ( ※ ) 9.4％ 25.0％

将来負担比率 ― 350.0％

 比率が算定されなかった場合は「―」を記載
している

■健全化判断比率
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●
令
和
６
年
度
田
野
畑
村
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
４
号
）

　

２
億
１
２
５
５
万
７
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
38
億
８
９
７
９
万
１
千
円

と
す
る
も
の
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
。

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金
…
６
５
５
３

　

万
１
千
円

・
低
所
得
者
支
援
及
び
定
額
減
税
補
足

　

給
付
金
給
付
事
業
…
２
１
０
１
万
円

・
田
野
畑
む
ら
づ
く
り
基
金
積
立
金
…

　

１
４
６
０
万
円

・
児
童
手
当
事
業
…
１
３
１
３
万
円

●
令
和
６
年
度
田
野
畑
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

【
事
業
勘
定
】
１
８
９
万
４
千
円
追
加

し
、
総
額
を
５
億
７
９
４
５
万
２
千
円

と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
特
別
調
整
交
付
金
返
還

　

金
１
０
４
万
９
千
円

●
令
和
６
年
度
田
野
畑
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

【
保
険
事
業
勘
定
】
１
０
０
４
万
５
千

円
追
加
し
、
総
額
を
５
億
５
８
０
４
万

６
千
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
介
護
給
付
費
負
担
金
等

　

返
還
金
８
８
３
万
１
千
円

【
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
】
31
万
１

千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
７
５
３
万
１

千
円
と
す
る
も
の
。

・
主
な
内
容
…
職
員
人
件
費

●
令
和
６
年
度
田
野
畑
村
下
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

72
万
３
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

１
億
３
６
６
６
万
７
千
円
と
す
る
も

の
。

・
主
な
内
容
…
公
共
下
水
道
等
接
続
水

　

洗
化
事
業
補
助
金
60
万
円

　

人
事
案
件
に
同
意

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
関

し
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
に
久
保
豊
氏
を
推
薦

す
る
こ
と
に
同
意
。
任
期
は
、
令
和
７

年
１
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

　

議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

●
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め

る
意
見
書
に
つ
い
て

・
提
出
者
…
中
村
勝
明

・
賛
成
者
…
上
村
浩
司
、
畠
山
智

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
に
つ
い
て
は
、
誤
登
録
や
資
格

無
効
と
表
示
さ
れ
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証
で
の
受
診
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
る
。

　

医
療
を
受
け
る
権
利
を
確
実
に
保
障

す
る
た
め
に
も
、
現
行
の
健
康
保
険
証

の
存
続
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出

す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
員
発
議
し
、
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

意
見
書
は
、
衆
参
両
院
議
長
を
は
じ

め
、
内
閣
総
理
大
臣
、
関
係
大
臣
に
提

出
し
ま
し
た
。

討
論
（
令
和
５
年
度
決
算
認
定
）

賛
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

小
野
協
次
議
員

　

第
６
次
田
野
畑
村
行
財
政
改
革
大
綱

に
沿
っ
て
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営

に
努
め
た
こ
と
を
評
価
し
た
い
。

　

産
業
振
興
に
つ
い
て
は
、
主
要
農
産

物
販
売
実
績
は
昨
年
度
を
上
回
り
、
養

殖
漁
業
の
推
進
、
観
光
で
は
総
合
戦
略

推
進
、
福
祉
、
教
育
に
つ
い
て
も
村
の

将
来
を
見
据
え
た
様
々
な
事
業
が
展
開

さ
れ
、
そ
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
令
和
５
年
度
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
各
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
に
賛
成
す
る
。

議案�Pick���up
こんなことが決まりました

【
補
正
予
算
】

児
童
手
当
を
高
校
生
ま
で
拡
大

第
３
子
の
手
当
額
を
引
き
上
げ

　
　
　
　
　
　
　

児
童
手
当
の
支
給
対

　
　
　
　
　
　

象
は
、
こ
れ
ま
で
０
歳

　
　
　
　
　
　

～
中
学
生
ま
で
で
し
た

　

が
、
令
和
６
年
10
月
か
ら
は
、
高
校  

   

生
年
代(

18
歳
の
年
度
末)

ま
で
拡

　

大
さ
れ
ま
し
た
。　

　
　

中
学
生
ま
で
の
支
給
額
は
、
基
本

　

的
に
従
来
と
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、
第

　

３
子
以
降
は
増
額
さ
れ
ま
す
。
第
１

　

～
第
２
子
の
支
給
額
は
、
０
～
２
歳

　

が
月
額
１
万
５
０
０
０
円
、
３
歳
～

　

高
校
生
年
代
が
月
額
１
万
円
。
第
３

　

子
以
降
は
、
０
歳
～
高
校
生
年
代
が

　

月
額
３
万
円
で
す
（
表
を
参
照
）。

　
　

村
は
、
制
度
拡
充
に
伴
う
児
童
手

　

当
の
増
額
１
３
１
３
万
円
を
一
般
会

　

計
補
正
予
算
に
計
上
。
議
会
は
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

【表】10月分以降の
児童手当

2024 年 10 月分～

第１～ 2 子 第３子～（※）

支給額

（月額）

0 ～２歳 15,000 円
30,000 円

３歳～高校生 10,000 円

所得制限 なし

※第 3 子以降の算定に当たっては、親等
　の経済的負担がある大学生年代 (19 ～
　22 歳の年度末 ) の子どもがいる場合は、
　第 1 子、第 2 子等としてカウント。

ピック  　アップ
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ここが聞きたい！一般質問

公民館へのエアコン設置補助の考えは
村長…各自治会の意向を尊重して対応したい
　　  宝くじ助成や協働村づくり補助を活用

畠山�智議
員

【
問
】
公
民
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
補
助
し
、
設

置
を
促
し
た
方
が
良
い
と
思
う
。
村
長
の
考
え
は
。

【
村
長
】
村
内
の
公
民
館
等
は
、
大
半
の
施
設
が
エ

ア
コ
ン
未
設
置
と
な
っ
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
使
用
頻
度
や
維
持
管
理
の
手
間
を
考

え
て
、
各
自
治
会
で
も
優
先
順
位
に
様
々
な
考
え
が

あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
村
は
、
各
自
治
会
の
意
向

を
尊
重
し
、
対
応
し
て
い
く
。

　

設
置
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
業
規
模
に
よ
っ
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業（
宝
く
じ
助
成
事
業
）

の
活
用
を
促
す
ほ
か
、
村
の
協
働
の
村
づ
く
り
推
進

事
業
補
助
金
を
活
用
し
、
エ
ア
コ
ン
設
置
後
の
公
民

館
の
利
用
促
進
策
も
伺
い
な
が
ら
、
事
業
採
択
と
な

る
よ
う
支
援
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
産
業
開
発
公
社
の
令
和
５
年
度
決
算
は
黒
字

決
算
が
報
告
さ
れ
た
。
６
年
度
に
お
い
て
も
順
調
に

推
移
し
て
い
る
か
。

【
村
長
】
昨
年
度
は
、
新
規
の
大
口
取
引
や
ギ
フ
ト

の
売
り
上
げ
の
増
加
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
牛
乳
と

飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
の
出
荷
量
が
前
年
度
を
上
回
り
、

平
成
29
年
度
以
来
の
黒
字
決
算
に
な
っ
た
。

　

本
年
度
は
、
牛
乳
出
荷
量
に
つ
い
て
は
、
大
口
取

引
が
継
続
し
て
昨
年
度
同
期
を
上
回
っ
て
い
る
も
の

の
、
比
較
的
利
益
率
の
高
い
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
中
心
に

落
ち
込
ん
で
い
る
品
目
も
あ
り
、
原
材
料
費
の
高
騰

も
あ
り
大
変
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
品
目
ご
と
に
現
状
と
課
題
を

分
析
し
、
管
理
・
営
業
部
門
と
製
造
部
門
が
、
情
報

共
有
と
課
題
解
決
に
一
体
的
に
取
り
組
み
、
売
り
上

げ
を
伸
ば
し
て
い
く
方
針
と
し
て
い
る
。

質問者 質 問 項 目

畠山　   智 ◆公民館へのエアコン設置補助の考えを伺う
◆産業開発公社の経営状況を伺う

小野　協次
◆令和５年度の㈱陸中たのはたの決算をどう捉えているか
◆地域学校協働活動を進めるに当たっての教育長の思いを伺う

（その他）ふるさと納税の状況、防災士の活動の在り方　ほか３件

中村 　勝明
◆物価高騰による第３セクター、事業者の課題をどう検討しているか
◆現行の健康保険証の廃止は、マイナンバーカードの任意取得に反していないか
( その他 )　会計年度任用職員の生理休暇取得、公社の職員採用と特産品開発　ほか４件

佐々木 　伸
◆地元でのボイル加工による田野畑ワカメのブランド化の取り組み状況を伺う
◆島越海水浴場の早期開発が必要ではないか

（その他）　道の駅を核とした地域活性・産業振興・交流人口の拡大の取組み

上村　 浩司
◆みちのく潮風トレイル利用者の反応や感想をどう捉えているか
◆ウニの陸上養殖の実施状況と課題を伺う

（その他）　三陸道と村道との連結、新型コロナワクチンの高齢者定期接種　ほか１件

　第５回定例会の一般質問は９月 12 日に行われ、畠山智議員、小野協次議員、中村勝明議員、佐々
木伸議員、上村浩司議員の５人（登壇順）が、村政運営や教育行政について村の考えを問いました。
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地域学校協働活動を推進する思いを伺う
教育長…豊かな教育に欠くことのできない活動
　　　 成長を支える仕組みづくりを進めたい

【
問
】
㈱
陸
中
た
の
は
た
の
令
和
５
年
度
決
算
状
況
を

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。
ま
た
、
６
年
度
の
宿
泊
者
数
の

状
況
は
ど
う
か
。

【
村
長
】
令
和
５
年
度
決
算
は
黒
字
と
な
っ
た
が
、
営

業
収
支
は
、
い
わ
ゆ
る
コ
ロ
ナ
割
の
終
了
に
よ
る
客

数
の
減
少
や
観
光
船
利
用
客
数
の
落
ち
込
み
に
よ
り

３
０
０
０
万
円
近
く
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。

　

今
後
の
長
期
借
入
金
の
返
済
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、

収
入
増
と
経
費
削
減
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
不
断
の
努

力
が
必
要
と
捉
え
て
い
る
。

　

な
お
、
令
和
６
年
度
の
８
月
時
点
の
宿
泊
者
数

は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
６
３
２
人
、
５
・
７
％
増
の

１
万
１
７
５
４
人
と
な
っ
て
い
る
。

【
問
】
地
域
学
校
協
働
活
動
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て

の
教
育
長
の
思
い
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
本
村
で
は
、
平
成
30
年
度
よ
り
地
域
学
校

協
働
活
動
推
進
事
業
を
実
施
。
小
学
校
は
、
田
植
え
体

験
や
た
の
は
た
巡
り
な
ど
、
中
学
校
は
職
場
体
験
や
、

｢

仮
式
会
社
コ
マ
ル｣

の
活
動
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

地
域
住
民
の
参
画
を
得
て
、
地
域
と
学
校
が
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
様
々
な
活
動
を
行

う
こ
と
は
、
豊
か
な
教
育
を
推
進
す
る
上
で
欠
く
こ
と

の
で
き
な
い
教
育
活
動
の
一
つ
。
地
域
の
方
々
と
親
し

く
触
れ
合
い
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
は
、
人
格
の
形
成
に
お

い
て
も
、
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
村
教
育
大
綱
の
基
本
目
標
「
ふ
る
さ
と
に

愛
着
を
抱
き
、
人
間
性
豊
か
な
人
材
を
育
て
る
」
を
達

成
す
る
た
め
、
事
業
評
価
、
改
善
を
行
な
い
な
が
ら
、

地
域
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
地
域
全
体
で
子
ど
も

た
ち
の
成
長
を
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

小野�協次議
員

中村�勝明議
員

物価高騰による事業者課題の検討は
村長…物価の上昇は全国的な問題でもあり
　　  町村会等を通して対策を働き掛ける

【
問
】
物
価
高
騰
に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
、
事
業
者

の
問
題
、
課
題
を
ど
う
検
討
し
て
い
る
か
。

【
村
長
】
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
原
材
料
費
の
高
騰
に
よ
る

物
価
の
上
昇
に
加
え
、
人
件
費
も
上
昇
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
適
正
な
価
格
へ
の
転
嫁
が
課
題
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、
全
国
的
な
問
題
で
あ
り
、
町
村

会
等
を
通
じ
て
適
切
な
経
済
対
策
の
実
施
を
働
き
か

け
て
い
く
。

　

第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
の
法
人
も

コ
ス
ト
の
上
昇
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
経
営
状
況
と

な
っ
て
い
る
。
第
三
セ
ク
タ
ー
は
、
村
の
雇
用
や
産

業
を
守
り
、
育
て
る
と
い
う
使
命
も
あ
り
、
そ
れ
ら

を
適
切
に
果
た
せ
る
よ
う
、
状
況
を
注
視
し
つ
つ
適

切
な
支
援
を
検
討
す
る
。

【
問
】
現
行
の
健
康
保
険
証
の
廃
止
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
任
意
取
得
に
反
し
て
い
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

【
村
長
】
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
任
意
と
さ
れ
て
お
り
、
健
康
保
険
証
が
廃

止
さ
れ
る
令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
も
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
持
っ
て
い
な
い
方
に
対
し
て
は
資
格
確
認
書

が
申
請
不
要
で
交
付
さ
れ
、
医
療
機
関
等
で
保
険
診

療
が
受
け
ら
れ
る
予
定
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

健
康
保
険
証
の
廃
止
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
任

意
取
得
に
反
す
る
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

　

最
も
大
事
な
こ
と
は
、
被
保
険
者
が
支
障
な
く
保

険
診
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

国
が
責
任
を
も
っ
て
制
度
へ
の
不
安
解
消
に
取
り
組

む
よ
う
、
他
市
町
村
の
状
況
も
注
視
し
な
が
ら
適
切

に
対
応
し
て
い
き
た
い
。
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みちのく潮風トレイル利用者の反応は
村長…ツアー客や個人利用者の感想は好評
　　　課題解消し快適利用と誘客に努める

【
問
】
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
利
用
者
の
増
加
を

実
感
し
て
い
る
。
利
用
者
の
反
応
や
感
想
は
。

【
村
長
】
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
の
普
代
・
田
野

畑
間
コ
ー
ス
が
、
イ
ギ
リ
ス
の｢

ザ
・
タ
イ
ム
ズ｣

紙
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
注
目
さ

れ
、
外
国
人
客
が
増
え
て
き
て
い
る
。

　

利
用
者
の
反
応
や
感
想
は
、
ツ
ア
ー
客
は
各
事
業

者
か
ら
、
個
人
利
用
者
は
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
な
ど

か
ら
聴
取
し
て
お
り
、概
ね
好
評
と
把
握
し
て
い
る
。

ま
た
、
個
人
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
見
て
、
別
の
方
が
訪
れ
た

ケ
ー
ス
も
見
聞
き
し
て
お
り
、
利
用
者
に
よ
る
情
報

発
信
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
重
要
性
も
感
じ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
以
前
か
ら
の
課
題
で
あ
る
外
国
人
向
け

の
案
内
や
二
次
交
通
の
少
な
さ
を
指
摘
す
る
声
も
あ

る
。
成
果
や
課
題
を
村
内
の
関
係
事
業
者
間
で
共
有

し
つ
つ
、
近
隣
自
治
体
や
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、

来
訪
者
の
快
適
な
利
用
と
誘
客
に
努
め
て
い
く
。

【
問
】
ウ
ニ
陸
上
養
殖
の
実
施
状
況
と
課
題
は
。

【
村
長
】
県
の
地
域
経
営
推
進
費
を
活
用
し
、
本
年

度
か
ら
畜
養
試
験
に
取
組
む
計
画
。
実
施
主
体
は
村

漁
協
で
、
11
月
に
ウ
ニ
を
採
種
し
、
12
月
か
ら
試
験

飼
育
を
開
始
す
る
。
ウ
ニ
飼
育
や
漁
期
外
出
荷
に
係

る
課
題
抽
出
を
目
的
と
し
て
お
り
、
複
数
の
方
式
に

よ
る
比
較
を
行
い
、
コ
ス
ト
面
や
生
育
へ
の
影
響
も

研
究
す
る
。

　

ウ
ニ
は
、
宿
泊
施
設
や
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
と

し
て
の
需
要
が
高
く
、
海
洋
環
境
の
変
化
か
ら
主
要

魚
種
の
水
揚
げ
が
減
っ
て
い
る
中
で
、
畜
養
へ
の
期

待
も
高
ま
っ
て
い
る
。
村
と
し
て
も
漁
協
に
対
し
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

上村�浩司議
員

【
問
】
地
元
ボ
イ
ル
加
工
に
よ
る
田
野
畑
ワ
カ
メ
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
、
取
組
み
状
況
を
伺
う
。

【
村
長
】
ボ
イ
ル
加
工
施
設
に
つ
い
て
は
、
仕
切
り

直
す
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
田
野
畑
ワ
カ

メ
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
で
は
、
村
産
ワ
カ
メ
の

ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
で
取

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
本
年
度
は
ソ
フ
ト

面
の
取
組
み
と
し
て
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
活
用
の
ほ
か

取
扱
実
績
が
あ
り
、
村
産
ワ
カ
メ
へ
の
高
評
価
を
い

た
だ
い
て
い
る
仲
買
業
者
に
よ
る
「
田
野
畑
産
」
を

冠
し
た
早
採
り
ワ
カ
メ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
作
を
支

援
。
来
漁
期
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
と
し
て
大
手
量

販
店
を
中
心
に
販
売
し
て
い
く
計
画
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
般
社
団
法
人｢

思
惟
の
風｣

で
は
、
村

産
ワ
カ
メ
の
高
付
加
価
値
化
を
進
め
る
た
め
、今
般
、

水
産
庁
の
補
助
事
業
を
活
用
し
て
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ

加
工
機
器
を
導
入
。
村
も
商
品
開
発
や
販
路
開
拓
を

支
援
し
て
い
き
た
い
。

【
問
】
島
越
海
水
浴
場
の
早
期
開
設
を
望
む
意
見
が

あ
る
。
地
域
の
賑
わ
い
、
観
光
振
興
を
進
め
る
た
め

に
も
海
水
浴
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
村
長
】
島
越
海
水
浴
場
の
開
設
を
望
む
意
見
が
あ

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
海
水
浴
場
の
開
設
に

は
、
多
額
の
費
用
が
生
じ
る
ほ
か
、
地
域
の
皆
様
の

協
力
が
不
可
欠
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
と
復

興
工
事
に
よ
り
現
地
の
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、
レ

ジ
ャ
ー
の
多
様
化
や
少
子
化
に
よ
り
、
海
水
浴
全
体

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
い
る
。
開
設
の
場
所

や
形
態
に
つ
い
て
、
地
元
で
あ
る
島
越
地
区
の
皆
様

の
考
え
を
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

村産ワカメのブランド化に向けた取組みは
村長…早採りワカメのパッケージ製作を支援
　　　来漁期から大手量販店等で販売を計画

佐々木�伸議
員
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９月定例会で決まったこと

議案番号 議案名等 審議結果

報告第１号 令和 5 年度田野畑村の健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 報告

報告第２号 車両損傷事故に係る損害賠償事件に関する専決処分の報告について 報告

承認第１号 専決処分した事件の承認について ( 令和 6 年度田野畑村一般会計補正予算第（3
号 ) 承認

議案第 1 号 国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決

議案第 2 号 岩手県後期高齢者医療広域連合規約の一部変更の協議に関し議決を求めること
について 可決

議案第 3 号 財産の処分に関し議決を求めることについて 可決

議案第 4 号 田野畑中学校体育館空調設備等工事の請負契約の締結に関し議決を求めること
について 可決

議案第 5 号 令和６年度田野畑村一般会計補正予算（第４号） 可決

議案第 6 号 令和６年度田野畑村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決

議案第 7 号 令和６年度田野畑村介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決

議案第 8 号 令和６年度田野畑村下水道事業会計補正予算（第１号） 可決

認定第 1 号 令和５年度田野畑村一般会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 2 号 令和５年度田野畑村国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 3 号 令和５年度田野畑村簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 4 号 令和５年度田野畑村集落排水特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 5 号 令和５年度田野畑村下水道特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 6 号 令和５年度田野畑村介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定

認定第 7 号 令和５年度田野畑村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定

諮問第 1 号 人権擁護委員候補者の推薦に関し意見を求めることについて 同意

発議案第 1 号 現行の健康保険証の存続を求める意見書について 可決
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あ

と

が

き

   

　

能
登
地
方
の
地
震
、各
地
の
豪
雨
・

猛
暑
に
よ
る
被
害
等
々
、
明
る
い
話

題
の
少
な
か
っ
た
令
和
6
年
も
年
末

と
な
り
ま
し
た
。

　

過
日
、
公
表
さ
れ
ま
し
た
三
陸
道

チ
ェ
ー
ン
ベ
ー
ス
と
村
道
と
の
連
結

許
可
・
開
通
に
よ
り
、
来
村
人
口
の

増
加
、
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
よ
り
良
き
一
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
御
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
公
聴
常
任
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長　

佐
々
木
芳
利
）

　

議
会
に
は
、
定
例
会
と
臨
時
会

が
あ
り
ま
す
。

　

定
例
会
と
は
、
付
議
事
件
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
定
期
的
に
招

集
さ
れ
る
議
会
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
地
方
自
治
法
に
よ
り
、毎
年
、

条
例
で
定
め
る
回
数
を
招
集
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
田
野
畑
村

議
会
で
は
年
４
回
と
定
め
、３
月
、

６
月
、
９
月
、
12
月
に
開
か
れ
ま

す
。

　

臨
時
議
会
は
、
臨
時
の
必
要
が

あ
る
場
合
、
必
要
な
特
定
の
事
件

に
限
っ
て
審
議
す
る
た
め
招
集
さ

れ
る
議
会
で
す
。

 三浦 フチ子さん
（西和野・85 歳）

◆
趣
味
は
？

　

冒
険
（
笑
）。
知
ら
な
い
所
に
行
っ
て
み
た
い
、

観
て
み
た
い
。
何
に
で
も
興
味
津
々
で
す
。
自
動

車
の
運
転
が
好
き
で
、
ど
こ
に
で
も
一
人
で
出
掛

け
ま
す
。

◆
村
や
議
会
に
期
待
す
る
こ
と
は

　

自
分
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
、
み
ん
な
が
村

の
こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

村
や
議
会
は
、
み
ん
な
の
声
を
聞
い
て
村
づ
く
り

を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◆
ス
マ
イ
ル
、
元
気
の
源
は

　

や
っ
ぱ
り
食
事
が
大
切
で
す
。好
き
嫌
い
な
く
、

何
で
も
お
い
し
く
食
べ
ま
す
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の

人
に
も
褒
め
ら
れ
ま
す
。

定
例
会

一
般
質
問

　

議
員
が
議
長
の
許
可
を
得
て
、

定
例
会
の
本
会
議
で
村
長
や
教
育

委
員
会
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し

て
、
村
の
仕
事
の
執
行
状
況
や
将

来
の
方
針
、
計
画
、
疑
問
点
な
ど

を
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

　

質
問
す
る
議
員
は
、
あ
ら
か
じ

め
質
問
内
容
を
文
書
で
通
告
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

田
野
畑
村
議
会
で
は
、
議
員
１

人
の
質
問
時
間
は
、
答
弁
を
含
め

て
１
時
間
以
内
と
し
て
い
ま
す
。

議会のはてな？
～用語の解説～

定例会・一般質問


